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先日，「校長先生，『三寒四温』を覚えたよ。〇〇君も覚えとるって言っていました。」と嬉しい顔

で話しかけてくれる児童がいました。２月の児童集会の話をしっかり聞いて覚えてくれていました。
嬉しいことです。春一番が吹き，低学年棟の桜の木も蕾をつけて花開く準備を始めています。 
うれしい春ですが，３月は別れの季節でもあります。…卒業生が登校するのもあと２週間です。

下級生のため，学校のためによく考え，よく動き，皆の見本となる姿を見せてきてくれた６年生。
日々の落ち着いた授業，行事のリーダー，委員会活動等，鳥屋小学校の立派な最高学年として，本
当によく頑張ってくれました。卒後式では，最後の凛々しい姿を見せてくれるものと思います。 
＜今後の予定＞  
◯３月１７日（金）…卒業式：感染症対策として，一般の来賓のご臨席を見送らせていただき， 

保護者は１家庭２名までとします。内容についても縮小して行います。６ 
年生保護者の皆様には，先日配付しました卒業式の案内裏面もご確認いた 
だき，マスクの着用等についてご理解ご協力をお願い致します。 

◯３月２４日（金）…修了式・離任式 
◯４月 ６日（木）…令和５年度新任式 
◯４月 ７日（金）…令和５年度入学式・始業式 

 
◇６年生に皆で感謝の気持ちを！ 
 ２月２２日，全学年が体育館に集まり，「６年生を送る会」が行われました。今年は，皆そろって６年

生に感謝の気持ちを伝えたいという思いから，２階の観覧席も使って，体育館に全員が勢ぞろいしました。

感染者数次第では，学年単位でリモート参加も考えていましたが，それは何とか回避できました。ただ，

４年生は発表するには人数不足ということで後日となりました。発表は，どの学年も６年生への「ありが

とう」の気持ちで溢れ，体育館は，温かい空気でいっぱいになりました。そして，最後の６年生の発表で

は，全校児童と職員が皆で「よさこい」を踊るという場面が生まれ，今年の集合型の「送る会」の良さを

体感しました。５年生の計画的な準備，当日の運営も素晴らしかったです。来年度の最高学年として，現

６年生はもちろん，だれもが認める働きぶりだったと思います。５年生，ありがとう。 

なお，「送る会」の様子は，３月１６日～３１日までケーブルテレビ「なかのとチャンネル」で放映さ

れる予定です。４年生の発表も何らかの形で４年生保護者の皆さんにお届けしたいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

両面印刷 長子配布 

５年生「全員主役」６年生の思い出の行事
を楽しい劇にしました。笑いがいっぱいで
した。 

６年生「感謝を胸に」よさこいを踊る姿か
ら，６年生の運動会での格好いい姿や頼も
しい姿がよみがえりました。 

１年生「きらきら星」手話が大きな動き
でとても可愛く，鍵盤ハーモニカ演奏に
も頑張りました。 

２年生「ジャンボリミッキー」大きなミッ
キーの白い手袋での応援ダンスに，元気が
湧いてきました。 

３年生「レッツ★きつねダンス～がんばれ６
年生～」可愛いきつねの耳をつけたダンス後
には，手作りのプレゼントを渡しました。 

６年生入場５年生が中心となって飾りつ
けられた会場に，６年生をみんなで迎えま
した。「どうぞ今日は楽しんで下さい」と。 



◇中学生になる心の準備を！ 
 ２月６日，６年生が中学校を訪問し，中学校生活や中学校で 

の心構え等について話を聞きました。中学校の校舎に入ったこ 

とや中学校生徒会の皆さんや先生方から直接話を聞くことがで 

きたこと等から，もうすぐ中学生になる自覚が高まったことと 

思います。話の中にあった「中能登スタンダード」（「話す」と 

「聞く」の区別，ベル学，挨拶）は，小学校でも大切にされて 

いることです。中学校でもさらに気を引き締めて学習に向かい， 

力をつけてほしい思います。 

 
◇２年生がおもちゃ作りの先生です！ 
               ２年生が，国語科の「おもちゃの作り方を説明しよう」という学

習で，先日，実際に１年生におもちゃの作り方を教えました。事前 

にタブレットで説明書を作成し，その説明書を見ながら作り方を教

えました。説明書は，写真と言葉，さらに，それ

ぞれの作成者の工夫も加わり，わかりすく書かれ

ていました。実際に作る際には，１年生をやさし

く見守ったり，もっと楽しくなるようアドバイス

してあげたりする姿があちこちで見られ，２年生

の成長を感じました。 

 
 
◇世界に目を向けて 
 ２月始めに５年生が，中能登町在住の大橋 一環氏から，世界 

の様々な国を旅してきた経験談を聞きました。小さいうちから， 

様々な人や物事と出会うことで，子ども達の興味や可能性は広が 

ります。今後，ますます世の中のグローバル化が進む中で，大橋 

氏の話は，世界のことを知ると共に，広い視野で自分の将来や生 

き方について考えたり，今の自分の生活を見つめ直したりするき 

っかけになったのではないでしょうか。 

 
◇新１年生，待っています！ 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
                 

 

 

※学校から出品した応募作品について，  

入選者を紹介します。 

 

【石川県第６８回読書感想文コンクール・第３４回読書感想画コンクール 入賞】 

＜感想文＞ 優良賞  ３年 谷口 花怜 さん  ２年 坂井 伶瞳 さん 

＜感想画＞ 優良賞  ５年 山口 未紗 さん  ３年 北野 柊介 さん 
 

【第５０回千代女少年少女全国俳句大会 入賞】 

秀逸 ３年 林  慶太朗 さん  
 

 

２月２０日に来年度の新入生を招いて「新１年生を迎える

会」を行いました。都合により，参加できない保育園もありま

したが，たくさんのかわいい年長児さん達が来てくれました。

感染症対策として，１年生による学校紹介や鍵盤ハーモニカ演

奏を映像で見てもらったり，少人数での縄跳びを披露したりし

ました。授業の様子も見てもらう場もあり，お兄さんお姉さん

として堂々と発表や学習を行うことができました。最後に，１

年生からのプレゼントを渡しました。１年生も，この「迎える

会」を経験し，２年生になる自信と自覚を高めたようでした。

４月に新しい１年生が来るのを楽しみに待っています。 

 


